
 

 

［成果情報名］アスパラガス茎枯病菌のＭＢＣ剤（ベノミル）耐性菌の発生とＱoＩ剤耐性菌検定 

［要約］香川県の露地主要産地から茎枯病菌を採集し、平板培地を用いて耐性菌検定を行っ

たところ、MBC 剤耐性菌の発生が確認された。アゾキシストロビン水和剤を用いた QoI

剤耐性菌検定では、供試菌すべてが感受性菌であった。  
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［背景・ねらい］ 

産地では、露地アスパラガスの最大の生産阻害要因となるアスパラガス茎枯病に対して

卓効を示す MBC 剤（有効成分作用機構分類 FRAC コード：１）であるベノミル水和剤、

QoI 剤（FRAC コード：11）であるアゾキシストロビン水和剤が基幹薬剤として利用されて

いる。しかしながら、これらの薬剤については耐性菌リスクが高い剤として位置付けられ

ており、産地でも感受性低下が懸念されているところである。そこで、これらの剤に対す

る感受性を確認し、防除体系確立のための資料とする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．MBC 剤（FRAC コード：１）のベノミル耐性菌が確認された。耐性菌の最小菌糸阻止

濃度（MIC）値は 1,600μg／ml（ppm）よりも高くなった（図１）。  

２．QoI 剤（FRAC コード：11）のアゾキシストロビンについては、感受性低下菌を認め

なかった（図２）。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．MBC 剤耐性菌が確認された圃場では、アスパラガス茎枯病対象に適用のあるベノミル

水和剤、チオファネートメチル水和剤の使用を避け、他の系統の薬剤を基幹薬剤として

防除体系を変更する。  

２．QoI 剤では感受性低下を認めなかったものの、耐性菌リスクが高い剤であることから、

使用は最小限度に留め耐性菌を発生させないように留意する。  

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（森 充隆） 
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香川県内の露地アスパラガス５産地より採集した単胞子分離 84 菌株を

供試した。添加薬剤はベノミル 50％水和剤を用い、所定濃度を添加したＰ

ＤＡ培地上に４mm コルクボーラで打ち抜いた菌叢片を置床し、25℃・４日

後の添加培地上の菌の生育の有無で最小菌糸阻止濃度（ＭＩＣ）値を求め

た。 

図1　アスパラガス茎枯病菌のベノミル感受性頻度分布
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図 ２　ア ス パ ラガ ス 茎 枯 病 菌 の ア ゾキ ス トロ ビ ン感 受 性 頻 度 分 布
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香川県内の露地アスパラガス５産地より採集した単胞子分離 84 菌株を供試

した。添加薬剤はアゾキシストロビン 20％水和剤を用い、所定濃度を添加し

たＰＤＡ培地上に４mm コルクボーラで打ち抜いた菌叢片を置床し、25℃・４

日後の添加培地上の菌の生育の有無で最小菌糸阻止濃度（ＭＩＣ）値を求めた。

なお、検定培地にシアン耐性呼吸阻害剤として salicylhydroxamic acid(SHAM)

を 1,000ppm（最終濃度）となるようにジメチルスルホキシド（ＤＭＳＯ）に

溶解して添加した（ＤＭＳＯの最終濃度は 0.5%）。 


